チトクロムP450 2Dは脳内でステロイド21位水酸化反応を触媒する by 岸本, 航
氏     名 岸 本   航 
学 位 の 種 類  博   士（医  学） 
学 位 記 番 号  第4553号 
学位授与年月日  平成16年6月30日 
学位授与の要件  学位規則第４条第２項該当者 
学 位 論 文 名  Cytochrome P450 2D Catalyze Steroid 21-Hydroxylation in the Brain 
     (チトクロムP450 2Dは脳内でステロイド21位水酸化反応を触媒する) 
論文審査委員  主 査 教 授 舩 江 良 彦   副主査 教 授 岩 尾   洋 
         副主査 教 授 渡 邊 恭 良 
 






























― 68 ― 
― 69 ― 
modulatorであり，抗不安・鎮静作用を有するアロプレグナノロンの21位水酸化に対しても活性を有し，その活
性はin vivoで脳内アロプレグナノロン濃度を上昇させるフルオキセチンにより強く抑制された。 
本研究から，著者は，CYP2Dが脳内でステロイド21位水酸化酵素として機能することを明らかにするととも
に，フルオキセチンの薬理作用のひとつが脳内CYP2Dを介したアロプレグナノロンの脳内濃度上昇に起因する
可能性を示唆した。よって，著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定される。 
